






■作業範囲図

単位(ton)

•アウトリガ不使用

定置つり・走行つり(2 km/h未満）

作業半径 前方つり（左右各1· 以内）

(m) 5.0mブ ー ム 8.3m プー ム

1 .5 1.00 

3.0 1.00 0.50 

3.5 1.00 0.50 
｀ 

6.5 0.50 

●アウトリガ不使用時

【注 意】

I)定格総荷重 は水平堅土上においてタイヤの 空気圧が規定圧の場合に本機の保証で

き る最大荷重を示し ており、 フックその他の つり具等の重量を含んだ値です。

（タイヤ規定空気圧： 8. 00 k<t /cm') 

2) 作業半径 はプームのた わみ を含んだ実際の値 にもとづいていますのて必ず作業半

径を基準として作業を行ってください。

3)側方つりはできません。 前方つりの みで作業を行ってください。

4 )ル ースタシ ー プの定格総荷重 は 、 ブ ー ムの定格総荷重より10.0tフックの重量(75

k't) を差引いた値と等し く、 かつ限度をI, 400k<tとします。

5) 8.3mをこえる ブーム 作業、 ジブ 作業、自由降下 作業 は行わないでください。

6)ブ ー ム角度を65
゜

以上にする と危険ですので、65
゜

以上には起こさないでください。

7)定置クレ 一 ン作業 は、 パ ー キングブレ ー キを効かせた状態で行なって下さい。

8)走行つりはハイ・ロ ー 切換スイッチを "ON" (ロ 一レンジ）、 にし て行ってくださ

し‘

9)走行つりは荷が振れ ない ように地面近く に保持し2km/h未満で行って〈ださい。

特にコ ー ナ ー リング 、 急発進、 急制動に注意し てください。

I 0)走行中にはクレ 一 ン作業を行わないでください。

I I)定格総荷重をこえる 作業を行った場合、 又正し い 使い方を行わな かった場合は転

倒また は破損します。 この場合本機の保証 はいた しません。
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（；主） (I)本図はプ ー ム ． ジプのたわみを含んでいません。

(2)本図はアウトリガ最大張出（全周）のものです。

■運転および作業に必要な資格

クレ一 ンの運転 移動式クレ 一 ン運転免許

王 掛 作 業 王掛技能講習

車 両の 運 転 大型特殊自動車運転免許

●クレ一ンに関しては、労働安全衛生法が適用されます。
●所轄の労働基準監督署に設置報告してからお使いください。
●道路を通行する場合は、車両検査に合格した状態で通行してください。

※本カタログに記載されております性能ならびに仕様は、 改良などによりお届けいたします製品と
異なる場合がありますので、 あらかじめこ了承〈ださい。
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